<新任教員から>新任教員として学んだこと by 村井 俊之 & Toshiyuki Murai
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は、練習メニューを生徒が決める日も少なくない。
そういった生徒の主体的な活動を促すために、私が生
徒と会話する際には出来る限り、私が話をするのではな
く生徒から聞くようにしている。教員がどんどん指示し
てしまうと、生徒は教員の指示に頼ってしまうようにな
り、自分で考えることがなくなってしまうだろう。それ
を回避するためにも、出来る限り指示するのではなく、
生徒自身に考えさせたい。つまり、部活動では「練習は
どうだった？」「何が良かったの？」「何が悪かったの？」
「次はどうするの？」というような質問を多用すること
で、生徒自身に考えさせることを意識していた。そうす
ることで、「今回はこうだった」「次はこうしよう」とい
うようにして、自分で考えるようになり、生徒の主体的
な活動を促す一因となれるのではないかと考えている。
そういったことを意識し始めたとき、練習の様子をビ
デオで撮影するということを考えついた。ある生徒は、
練習の様子をビデオに撮ってもらうと「下半身が上下し
ている」「腕が伸びきっていない」と反省をひとりでに
言い始めただけでなく、周囲の生徒も次第に意見するよ
うになり、非常に活発な会話がうまれた。その後、「前
のビデオは残っていますか？」と聞く生徒もうまれ、自
分の状態が変化した原因を探ろうとする生徒も増えてき
た。練習の様子をビデオで撮ったことは、生徒に自分で
考えさせる方法として、意義ある工夫だったと思う。
試合や記録会が多くなった時期からは、目標を聞くよ
うにしていた。目標も同じで、生徒に決めさせるように
したい。そこで、試合ごとに「次の目標は○○だ」とい
う表を作成し、部員人人に目標を聞き取り調査し
た。私が予想していた以上に、生徒達の意識は高く、目
標をしっかりと意識しているとともに、その達成のため
の取組みもしっかりと考えていた。例えば「次こそは円
盤投げで近畿大会に行きます。そのためにターンを練習
して、後
メートル飛ばします。」というようなものが
あった。
こうして完成した「次の目標は○○だ」表をＡに拡
大し、陸上競技部の練習場所の壁に貼り付けて、生徒同
士でお互いに目標を知ってもらうようにした。こうし
て、お互いに意識の高さを見せ合うことを覚えた部員達
が、練習後に簡単なミーティングをするようになり、「今
日の練習中はダメだった。これではあまい。次につなげ
よう」というようなことをお互いに言い合うようになる
までは、そう長くなかった。
．最後に
この年間で、私は何よりも、謙虚でいることの大切
さを学んだ。もちろん、自信をもつことは大切だが、私
の場合は自信過剰で先輩教員の話を聞いていないことが
多かったと反省している。その結果、多くのミスをして
しまっただけでなく、先輩教員のフォローに対しても、
平謝りだったことが多かった。
次の年間は周囲の人に感謝できる人間になりたい。
これはある種の決意表明でもある。新任年目にもかか
わらず自信過剰だった私を見放さず、しっかりと育てて
くださった本校の先輩方に感謝できるようになり、来年
度は先輩教員により感謝するとともに、
年目の教員と
してしっかりと後輩を育て、本校に少しでも貢献できる
ように取り組みたいと思う。
また最後にはなりましたが、新任の教員代表としてこ
のような文章を書き、この年間をふりかえる機会を与
えていただいきましたことに、この場をお借りして御礼
を申し上げます。ありがとうございました。
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